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　結果だけを記すのは不可、反応機構を書くこと。マクマリー第６版から、
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以下の行のものは提出任意とするが、理解を深めるのに役立つだろう。
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宿題その４
 (12/2 提出用)

　結果だけを記すのは不可、反応機構を書くこと。マクマリー第６版の以下のもの

第１１章、2,
5,
8,
9,
11,
12,
13,
14,
18,
40,
46,
47,
53,
54.

　及び裏のページの「カルバニオンの反応など」



カルバニオンの反応 [(8,9)はカチオン] など

アニオンはプロトンと再結合すると失われるから、カルバニオン合成は塩基性条件下で行われる

（カルボカチオンの反応は反対に酸性条件で行われることが多い）。

以下の反応はすべて
 aldol/Claisen
縮合の亜流である。機構を考えよ。
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